
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

学習活動名 学校防災マップを活用してクイズを作ろう 

学年 小学校第５学年 

目標 地震が起こった際「どこに避難したらいいのか」「危険な場所」など、これまでの活動

を通して分かったことや考えたことなどをクイズ形式のプログラミングで表現すること

ができる。 

教材タイプ ビジュアル言語 

使用教材 Scratch 

環境 児童３～４人で１台の端末を使用 

都道府県 高知県 

実施校 安芸市立安芸第一小学校 

学習活動の概要・児

童の様子（プログラ

ミングの活動を中

心に記載くださ

い。） 

（導入） 

 これまで調べてきた避難場所や浸水区域などをまとめたクイズをどのようにプログ

ラミングすればよいかを考える。 

（展開） 

まず、教師が作成したクイズを体験し、どのよう 

なプログラミングを行うのかというゴールイメージ 

を持たせる。 

 次に、構成されたプログラムを「分解」しながら、 

どのような構成でプログラムがされているかを確認 

する。 

 そして、これまでグループごとにクイズ形式でま 

とめてきた資料とこれから構成していくプログラム 

とをリンクさせたり、プログラムをどの順番で並べ 

るのかを「整理」「組み立て」をしたりする。     

 「順次」「反復」「条件分岐」などを使い、試行錯 

誤しながら「学校防災マップクイズ」を作成していく。 

その際、構成されているプログラムがどのような組み合わせによって構成されてい

るのかを視覚的に確認させゴールイメージを持たせる。また、構成されているプログ

ラムを「分解」させることで、使用されているプログラムを確認していく。 

（まとめ） 

最後に、作成したクイズをグループ間で交流し、振り返りを行い、今後の展開へと

繋げていく。 

成果と課題 ○フローチャートを用いたことで、プログラムの構成を視覚的に理解する手立てになっ

た。また、「トライアル＆エラー」を繰り返しながら、プログラムを構成しようとする

姿が多く見られた。 

●１単位時間で行うには情報量・処理量が多く、戸惑う児童が多かった。 

 

分解のイメージ 

クイズ設計書 


